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〇
こ
の
処
遇
で
は
働
け
な
い 

 

支
援
員
の
給
料
は
、
時
給
換

算
で
は
上
が
り
ま
す
。
し
か
し

勤
務
時
間
を
週
30
時
間
に
制

限
、
月
給
の
支
援
員
の
初
任
給

は
14
万
円
余
り
で
す
。
保
育
士

よ
り
も
低
く
、
専
門
性
を
持
つ

仕
事
な
の
に
働
き
続
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
一
元
化
す
る
ク
ラ
ブ

の
中
に
は
こ
れ
を
機
に
退
職

す
る
支
援
員
が
い
ま
す
。 

東
市
議
は
、
長
期
休
暇
中
は

ア
ル
バ
イ
ト
頼
み
に
な
る
市

の
資
料
を
示
し
、
勤
務
時
間
制

限
を
た
だ
す
こ
と
を
求
め
ま

し
た
が
、
市
は
保
護
者
負
担
が

増
え
る
と
言
っ
て
拒
否
し
ま

し
た
。 

〇
負
担
の
あ
り
か
た
に
課
題 

こ
れ
ら
の
原
因
は
経
費
の

半
分
を
保
護
者
負
担
で
ま
か

な
う
市
の
方
針
で
す
。
国
、
県
、

市
が
６
分
の
１
ず
つ
出
し
ま

す
が
、
国
の
出
す
お
金
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
の
方
針
で
は

学
童
保
育
の
充
実
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
市
の
財
政
支
出

増
に
よ
る
充
実
が
必
要
で
す
。 

東
市
議
は
９
月
25
日
、
市
提

出
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
保
育
）
を
市
の
施
設
に
変
え

る
条
例
案
に
、
保
護
者
負
担
増

を
抑
え
る
た
め
修
正
動
議
を

提
出
し
ま
し
た
。
市
の
財
政
支

出
で
支
援
員
の
処
遇
低
下
な

ど
の
課
題
を
た
だ
す
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
と

市
民
ネ
ッ
ト
の
８
名
が
賛
成

し
ま
し
た
が
修
正
案
は
否
決
。

市
の
原
案
が
成
立
し
ま
し
た
。 

◇ 

学
童
保
育
は
現
在
、
地
域
の

方
々
が
つ
く
る
運
営
委
員
会

が
運
営
し
て
い
ま
す
。
市
は
こ

れ
を
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
同
意

が
あ
れ
ば
市
の
施
設
に
変
え
、

ふ
れ
あ
い
公
社
に
委
託
し
て

一
元
化
す
る
方
針
で
す
。
ど
こ

で
も
最
低
月
２
回
の
土
曜
開

所
や
18
時
（
延
長
19
時
）
ま
で

の
開
所
な
ど
の
平
準
化
が
で

き
ま
す
。
市
の
責
任
に
よ
る
平

準
化
は
必
要
な
施
策
で
、
以
前

か
ら
求
め
て
き
た
こ
と
で
す
。

し
か
し
一
元
化
に
同
意
し
た

ク
ラ
ブ
は
一
部
で
す
。 

９
月
13
日
、
東
市
議
は
個
人

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市
政
報
告
会
の
ご
あ
ん
な
い 

10
月
22
日
（
火
祝
）
午
前
10
時
～ 

南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
南
区
福
田
）
第
一
研
修
室
に
て 

日
本
共
産
党
岡
山
市
議
団
の
５
人
全
員
で
報
告
し
ま
す
。 

お
誘
い
あ
わ
せ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

質
問
で
学
童
保
育
の
一
元
化

の
内
容
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

〇
増
え
る
保
護
者
負
担 

 

利
用
料
を
お
や
つ
代
込
み

で
月9

,5
0
0

円
に
な
り
ま
す
。

東
市
議
の
質
問
で
、
Ｒ
２
年
度

の
保
護
者
負
担
が
、
Ｈ
29
年
度

比
で
平
均
年5

,1
9
3

円
増
え
る

と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

≪東つよしニュースのバックナンバーはブログ http://t-azuma.seesaa.net/ でご覧いただけます≫ 



 

「
母
子
家
族
で
低
所
得
な
の
に

国
保
高
す
ぎ
で
、
昨
年
は
す
ご

く
切
り
詰
め
て
払
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
障
害
を
持
っ
て
い
る

た
め
正
社
員
で
は
働
け
ま
せ

ん
」
…
国
保
料
引
き
下
げ
署
名

と
と
も
に
寄
せ
ら
れ
た
「
市
長

に
一
言
」
の
声
の
一
つ
で
す
。 

市
長
は
、
こ
れ
ら
を
読
ん
だ

と
東
市
議
の
９
月
議
会
質
問
に

答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
厳
し

い
と
い
っ
た
声
が
あ
る
こ
と
は

わ
か
っ
た
と
言
い
な
が
ら
健
全

化
（
値
上
げ
）
に
取
り
組
む
と

い
う
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。
国

す
。
こ
の
動
き
に
力
を
合
わ
せ

る
と
と
も
に
、
東
市
議
は
園
舎

の
長
寿
命
化
や
保
育
士
確
保
、

幼
稚
園
空
き
教
室
活
用
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
市
立
園
廃
止
民

営
化
は
、
保
育
園
に
入
れ
な
い

問
題
の
解
決
に
逆
行
し
ま
す
。 

め
て
い
ま
す
。
値
上
げ
を
抑
え

る
目
的
の
繰
り
入
れ
を
ゼ
ロ
に

す
る
た
め
で
す
。 

繰
り
入
れ
は
国
保
以
外
の
人

と
の
公
平
性
に
問
題
が
あ
る
と

市
は
言
い
ま
す
。
東
市
議
は
質

問
で
、
現
役
世
代
の
国
保
加
入

者
の
医
療
費
に
は
、
組
合
健
保

等
と
異
な
り
、
心
の
病
が
多
い

事
実
を
指
摘
し
ま
し
た
。
上
の

グ
ラ
フ
は
全
国
の
統
計
で
、
岡

山
市
で
も
同
様
の
傾
向
で
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
な
働
き
方
で
心
を
病

み
、
国
保
で
医
療
を
受
け
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
困
難

と
言
う
答
弁
で
し
た
が
、
原
因

の
調
査
を
提
起
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
９
月
議
会
で
市
立
幼

稚
園
・
保
育
園
を
今
後
５
年
で

10
園
程
度
を
民
営
化
し
た
い
と

表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
市
は
、

市
内
の
民
間
園
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
、
市
立
園
民
営
化
の
際
、

28
小
学
校
区
に
参
入
希
望
が
あ

る
と
公
表
し
ま
し
た
。
市
が
地

元
に
民
営
化
の
同
意
を
強
く
迫

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
南
区

は
以
下
の
10
小
学
校
区
で
す
。 

福
田
、
曽
根
、
興
除
、
東
疇
、 

第
一
藤
田
、
第
三
藤
田
、
芳
泉
、

芳
田
、
平
福
、
福
浜 

保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら

地
元
の
市
立
園
を
守
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま

保
料
引
き
下
げ
を
求
め
ま
す
。 

岡
山
市
は
、
７
年
連
続
の
保

険
料
値
上
げ
を
昨
年
度
か
ら
始

 

９
月
９
日
午
前
９
時
９
分

に
、
妹
尾
大
寺
で
鐘
を
９
回
つ

き
ま
し
た
。
南
区
の
９
条
の
会

が
毎
年
行
っ
て
い
る
と
り
く
み

で
す
。
安
倍
総
理
は
参
院
選
で

改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
割
り

込
む
結
果
に
な
っ
た
の
に
、
改

憲
の
発
議
を
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
目
的
は
海
外
で
戦
争

す
る
国
づ
く
り
で
す
。
憲
法
を

変
え
る
の
で
な
く
活
か
す
日
本

を
求
め
て
南
区
か
ら
声
を
広
げ

ま
す
。（
東
つ
よ
し
） 


